


■  ■ 水産研究所の発足にあたって～ ■■■■ 

  

               三重県水産研究所長 中島 博司  
 
「水産研究所だより」の刊行にあたり、一言ご挨拶申し上げます。 
三重県における水産業を取り巻く状況は全国と同様、高齢化・後継者不足に魚価安と燃

油の高騰が重なり経営基盤を大きく揺るがしています。一方で、国際的な水産物消費の増

大傾向が強まりつつあり、水産資源を取り巻く環境は大きく変化しつつあります。今まで

海外の水産物を独り占めしてきた輸入大国日本は、経済発展のめざましい中国などアジア

諸国に買い負けするようになっていることに加え、欧米諸国の健康志向の増大も拍車をか

け、今後ますます世界の水産物の争奪戦は激化することが予想されます。近い将来、日本

の水産物の消費は国内生産に依存せざるを得なくなるのではないでしょうか。その時に、

三重県においても、漁業が健全に営まれている必要があります。中国産餃子問題は、国民

が食の安全安心を考える大きな契機となり、国産嗜好が高まりつつあるようですが、水産

物に対しても、国民の認識が高まり、消費拡大につながることを期待したいものです。 
本県において、漁業後継者が育ち、健全な漁業生産活動が保証されるためには、沿岸環

境の保全と資源の維持増大が不可欠であると考えます。今年 4 月から、組織の再編に伴い、

三重県科学技術振興センター水産研究部は三重県水産研究所と改称され、組織的にも水産

行政と一体化されました。当研究所は水産業を支える技術開発の推進と水環境の保全を主

な施策として位置づけていますが、組織再編を機に、研究成果の移転と実用化をこれまで

以上に重視して取り組みます。地域間競争力を高めるために、高品質真珠を産出するスー

パーアコヤガイの作出技術、地球温暖化で水温が低下せず生産期間が大幅に短縮している

中、高温耐性を有する黒のりの育種技術開発，および新しい養殖魚種であるマハタの種苗

生産技術の高度化やワクチン開発等を重点的に行います。持続性・安定性・効率性を高め

るための技術開発として、雲に影響されることのない高精度海況図を千葉県から和歌山県

までの関係研究機関が共同で 4 月から毎日発行することになりました。サバ類等 TAC 対象

魚種の資源評価を行うと共に、トラフグ・アワビ・クルマエビ等栽培資源の放流技術開発

にも取り組み、資源の安定・増大を図ります。沿岸環境の保全のため、伊勢湾・英虞湾等

閉鎖性海域を対象に、ヘテロカプサ赤潮等の発生を抑制する技術開発やアマモ場・干潟造

成技術開発および環境モニタリング等に引き続き取り組みます。また、志摩市自然再生協

議会の英虞湾再生に向けた活動を科学的に支援していきます。この他、アユの減少要因の

解明など河川の生態系保全に関する調査研究を行います。 
今後とも、皆様方のご指導、ご鞭撻をよろしくお願い申し上げます。 
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組織再編について 

                            企画調整課 
 
 平成 20 年度における県の組織再編に伴い、科学技術振興センターが廃止され、各研究部

は関係部の所管となりました。水産研究部は農水商工部が所管する組織と位置付けられ、

名称も「三重県水産研究所」と改正されました。水産行政部局や普及部門との連携をより

一層強化し、生産現場が抱える課題やニーズを的確に捉えるとともに、「研究成果の移転・

実用化」を常に意識して研究に取り組んでまいりたいと考えています。 
 再編による新組織の概要を以下に紹介します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 

 主 幹 山田浩且 主幹兼機関長 岡本楠清

研究所  主 幹 岡野清和 主幹兼船長 松尾剛平

現在員 ４３名  主 事 松尾和則 主任技術員 柴原浅行

主任技術員 谷水宗美

技 術 員 中村明菜

技 術 員 大畑沙織

主幹研究員 松田浩一 研 究 員 渥美貴史
主任研究員 青木秀夫 研 究 員 阿部文彦
主任研究員 田中真二 研 究 員 西川久代

主任技術員 大田幹司

主任研究員 久野正博
主任研究員 奥村宏征

研 究 員 丸山拓也

主幹研究員 藤原正嗣 主任研究員 畑 直亜
主任研究員 清水康弘 研 究 員 国分秀樹
主任研究員 増田 健 主任技術員 西川次寿

主任研究員 水野知巳 研 究 員 岩出将英
主任研究員 坂口研一 研 究 員 程川和宏

主任研究員 中西尚文 主任技術員 小河義秀

研 究 員 栗山 功 主任技術員 藤原克彦
研 究 員 辻 将治 技 術 員 谷水洋介

研 究 員 羽生和弘

◇主幹研究員 兼 課長  津本欣吾

◇研究管理監 兼 課長 西村昭史

◇主幹研究員 兼 室長  藤田弘一

◇主幹研究員 兼 室長  土橋靖史

所長  中島博司

（調査船あさま）

◇副参事 兼 課長  尾西一夫

◇総括研究員 兼 課長  神谷直明

 ７名

水 産 資 源 育 成 研 究 課  ８名

資 源 開 発 管 理 研 究 課

６名尾 鷲 水 産 研 究 室

４名

鈴 鹿 水 産 研 究 室 ７名

企 画 調 整 課  １０名 

水 圏 環 境 研 究 課

水水産産研研究究所所のの運運営営組組織織おおよよびびススタタッッフフ  
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〒517-0404三重県志摩市浜島町浜島３５６４－３番地

TEL（０５９９）５３－００１６
FAX（０５９９）５３－２２２５
E-mail：suigi@pref.mie.jp

鈴鹿水産研究室 〒510-0243鈴鹿市白子１丁目６２７７－４

TEL(0593)86-0163 FAX(0593)86-5812
尾鷲水産研究室 〒519-3602尾鷲市大字天満浦字古里２１５－２

TEL(0597)22-1438 FAX(0597)22-1439

三 重 県 水 産 研 究 所

この印刷物は古紙配合率100％の再生紙を使用しています。


